
不飽和脂肪酸やテルペン類にゴム分解菌分泌溶液を混合した溶液に加硫ゴムを浸すと、 

ゴムが極端に軟化します。この軟化は加硫ゴムの再資源化に役立つことが期待されます。 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 軟化ゴムの製造方法 
（ゴム分解キノコ分泌成分が加速するゴムの軟化） 

こんなことが出来ます！ 
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加硫ゴムはもともと、不飽和脂肪酸やテルペン類（リナロールなど）と反応し、軟化するこ
とは知られているが、発明者が鳥取で分離したゴム分解菌の培地分泌成分を添加すると、ゴム
の軟化がより進むことが明らかとなった。これにより、ゴムの粉砕プロセスを省力化すること
ができ、廃ゴムのマテリアル変換のための原料化が促進されることが期待されます。 
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【従来の問題点】 
加硫ゴムの再生プロセスには、ゴ

ムの物理的な粉砕による細粒化が重

要であり、この粉砕に多くのエネル

ギーが費やされている。 
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加硫ゴムの軟化を加速させるゴ
ム分解菌分泌液の成分の特定を進
めています。 

【解決したポイント】 
ゴム軟化液にゴムを浸すと、ゴムの破断

強度が極端に低下するため、ゴムの機械粉

砕プロセスが省力化でき、ゴムのマテリア

ル変換のための原料化のハードルが下が

った。 
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